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 藤井館長就任ご挨拶
 電子ブック等、自宅からも使えます！

/ 研究社オンラインディクショナリー導入します！

 図書館からのお知らせ / Twitter 始めました！

藤井館長就任ご挨拶
旭川医科大学の皆さん、こんにちは。この度、図書館長を拝命し

ました藤井 聡（ふじい さとし）です。どうかよろしくお願いいたしま
す。これまで図書館長を務められた藤尾 均先生、大崎 能伸先
生は教養ある知識人のイメージで、私に勤まるのか大変不思議な
気持ちです。小生なりの仕事が図書館にあるのか模索中でありま
す。
その昔、私が留学したアメリカのミズーリ州セントルイスにあるワ

シントン大学の図書館にはEast Asian Libraryがあり、そこの日本
語図書を読みに行ったことがありました（インターネットが普及する
前の話です）。その図書館のミッションを見ると、“to support 
learning, teaching, research, and creative expression by providing 
timely and effective access to information”（適時に効果的な情報
へのアクセスを提供することで学習、教育、研究や創造的表現を
支援する）とありました。現在の図書館のミッションは、資料を収集、
整理し保存するこれまでの機能に加え、電子ジャーナルなどによ
る情報提供が重視されています。本学の図書館も学生の学習や
教職員の教育活動と研究、社会への貢献などに、縁の下の力持
ちとしてしっかりと支援していく必要があると思います。例えば、不
安定な為替レートの中でも安定した電子ジャーナルをスムーズに
提供することです。そして旭川医科大学の教育の理念にある「豊
かな人間性と幅広い学問的視野を有し、生命の尊厳と高い倫理観
を持ち、高度な知識・技術を身につけた医療人及び研究者」の育
成に図書館の情報サービスから貢献しなければならないと思って
おります。
世界は現在、新型コロナウィルスの感染拡大防止に叡智を掛け

て取り組んでいます。緊急事態が宣言されて以来、学生にも自粛や
協力が求められ、思うように図書館のサービスを受けることができない困難な状況になっていました。皆さんも、「こ
ういう時こそできることは何？」と考えることがあったのではないでしょうか。これから緊急事態宣言が解除され、図
書館を活用することによって、前館長が紹介された感染症のパンデミックの歴史やそこで活躍した医療者・研究者
から学び（Library News 97号）、新たな知を生み出すことが求められているのかもしれません。
新型コロナウイルス感染症が蔓延し、薬剤やワクチンも当面ない、マスクが不足しフェイクニュースも広がるなかで、

専門家会議では「3密を避ける」というとてもクラシックな手段が有効であると提言されました。医科学の進歩が対応
に間に合わない中では、「一人一人が互いを信頼して団結すること」、「よく考えて落ち着いて行動すること」が被害
の拡大を食い止める一番有効な手段だということです。新型コロナウイルスのパンデミックはグローバル化の負の
側面を明らかにしました。しかし、閉じこもって世界に目を向けることをやめてしまってよいわけがありません。ヒトは
弱い時にこそ新たな知を生み出して力を発揮してきました。世界の変化に対応する能力を養うべき時代なのだと思
います。
皆様には、図書館のサービスを可能な限りご利用いただき、共に「教育理念」の実現を目指して参りたく思っており

ます。どうかよろしくお願いいたします。
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旭川医科大学図書館では、このたびTwitterを開設しました！
今後、本学図書館に関する情報(開館時間のお知らせや図書館
が主催するイベント・講習会・展示の案内等)をTwitterからも
お届けする予定です。ぜひフォローをお願いします！

QRコード
or

＠AMU_Libraryで検索

図書館からのお知らせ

■ 新型コロナウイルス感染症対応について
図書館ホームページに、図書館の新型コロナウイルス感染症

対応についての特設ページを開設しました。
資料の貸出等、現在利用できるサービスもこちらで確認でき

ます。ぜひご利用ください。
【大学院学生のみなさま】
利用できる図書館サービスは、「教職員」と同様となります。
（特別利用は従来どおり年度毎の申請です。）

■ ブックポストを移動しました！

図書返却ポストを図書館入口前ロビーから
大学中央玄関へ移動しました。開館中も返却
が可能です。どうぞご利用ください！
※返却処理は即時ではありません。返却後、

すぐに新しい資料を借りる場合は、
カウンターへ直接ご返却ください。

電子ブック等、自宅からも使えます！
/ 研究社オンラインディクショナリー導入します！

電子ジャーナルや文献検索データベース等は、以前から学認（GakuNin）に対応していれば自宅等の学外からも
使えることをお知らせしていますが、電子ブックも同じように学外から読むことができるのをご存知ですか？
図書館ホームページの学内向けメニューからリンクしている「メディカルオンラインイーブックス」「Maruzen eBook 

Library」ともに学認に対応していますので、自宅にいながら読むことができます。
また、本学で読めるよう契約している電子ブック（トライアル中のものも含む）のタイトルは、すべてOPACからも検

索できますので、資料の種類の絞り込み機能（資料区分）を活用しながら、普通の本を探すのと同じように探してみ
てくださいね。
（キーワードに“動画”と入れて検索すると、動画が見られるタイトルも沢山ヒットしますのでぜひお試しください♪）

また、web上で利用できる辞書サービス「研究社オンラインディクショナリー（KOD）」を導入します。複数の英和・和
英辞典のほか、Oxford Advanced Learner’s Dictionary (英英辞典)もオンラインで検索できるようになります。

二次資料（参考資料）である辞書類は、禁帯出（＝貸出禁止）のため、館内でしか利用できませんでしたが、今後
はぜひオンライン辞書もご活用ください。こちらも学認対応ですので、ご自宅からも使えます！（同時アクセス数は5
名です。）
現在契約手続き中ですので、利用可能になり次第、図書館ホームページでお知らせします。お楽しみに！

このバナーをクリッ
クすると、サービス
提供サイトに移動し
ます

？学認（GakuNin）って？

世界を超えて広まっているシングルサイン
オンShibboleth（シボレス）認証を使った、認
証サービスの日本版です。

大学のメールアカウントでログインすること
で、大学の構成員であることを証明しつつ、
複数のサービスを利用できます。
サービス提供元によってログインボタンの

位置・文言が異なりますが、
1. 「学認」「Shibboleth」や「所属機関による

ログイン」といった文字を探す
2. 「旭川医科大学」を選択
3. 大学メールアカウントでログイン
という流れは共通です。
対応しているサービスは[利用案内（学内

者向け）]-[学術認証フェデレーション(学認
/GakuNin)]をご覧ください。


